
札
幌
、

を
眺
め
る
暮
ら
し

四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
む
。

　

平
野
か
ら
見
る
と
ほ
ぼ
正
三
角
形
な
の
で
、明
治
初
期
か
ら

三
角
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。山
頂
に
は一等
三
角
点
が
あ
り
、点
名
は

「
琴
似
山
」と
な
って
い
ま
す
。山
頂
へ
の
ル
ー
ト
は
複
数
あ
り
、勾
配
や
距

離
で
様
々
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
ま
す
が
、ど
れ
も
一
時
間
足
ら
ず
で
登
れ

ま
す
。道
は
整
備
さ
れ
、看
板
や
ベン
チ
も
充
実
し
、山
頂
近
く
に
は
東
屋

も
。大
倉
山
ま
で
道
が
分
岐
し
て
い
る
の
で
プ
チ
縦
走
も
楽
し
め
ま
す
。

ふ
み
の
日（
7
/
23
）に
は
、山
頂
に
臨
時
の
郵
便
局
と「
三
角
山
ポ
ス
ト
」

が
設
置
さ
れ
、郵
便
物
や「
記
念
登
山
証
明
書
」に
は
、三
角
山
に
多
く
生

息
す
る
キ
ア
ゲ
ハ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
消
印
が
押
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
観
光
道
路
を
使
う
と
、夜
で
も
安
全
に
日

本
新
三
大
夜
景
に
指
定
さ
れ
た
札
幌
の
夜
景
を
一望
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
は
展
望
台
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
な
ど
を
そ
な
え
た
山
頂
駅
や
お
土
産
が
買
え
る
中
腹
駅
が
あ
り
、冬

は
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
で
楽
し
む
な
ど
、四
季
を
通
じ
て
市
民
や
観
光
客
に

人
気
の
山
で
す
。戦
後
間
も
な
い
頃
、現
在
の
ス
キ
ー
場
と
は
違
う
北
側
の

斜
面
に「
進
駐
軍
専
用
ス
キ
ー
場
」が
造
ら
れ
た
と
の
こ
と
。日
本
最
初
の

ス
キ
ー
リ
フ
ト
が
架
設
さ
れ
、そ
の
名
残
の
台
座
が
今
も
登
山
道
に
残
って

い
ま
す
。藻
岩
山
も
北
東
斜
面
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
に一番
近
く
、小
一時
間
ほ
ど
で
手
軽
に
登
れ

る
た
め
、高
齢
者
や
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
で
賑
わ
う

山
。か
つ
て
は
円
山
が
ア
イ
ヌ
語
で「
モ・イ
ワ（
小
さ
い・山
）」と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、山
麓
の
円
山
村
の
名
前
が
い
つ
の
ま
に
か
山
の
名
前
に
な

り
、南
隣
の
山
に「
モ
イ
ワ
」の
名
前
が
移
り
ま
し
た
。大
正
10
年
、3
0
0

種
か
ら
の
豊
か
な
原
始
林
の
樹
木
植
生
が
評
価
さ
れ
、全
山
天
然
記
念
物

に
指
定
。山
道
に
は
四
国
の
弘
法
大
師
の
偉
跡
に
ち
な
み
八
十
八
ケ
所
に

石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。歴
史
を
超
え
て
市
民
に
愛
さ
れ
、円
山
エ

リ
ア
が
常
に
札
幌
で
住
み
た
い
街
の
上
位
に
な
る
の
も
頷
け
ま
す
。

円
山

手稲山

藻
岩
山

三角山 札幌は街なかでも、ちょっと見渡せばビルの隙間から山を
見ることができます。四季折々の雄大な自然を身近に感じられ、

それは札幌に住む者の特権と言えるでしょう。リビングからの山の眺望を
ウリにしているマンションも。窓から眺めるか、麓に住んでみるか。
家を探す際の一つの判断基準にしてみては？ここでは市内からも

よく見える4つの山を改めて紹介します。

【
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手
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角
三

山

　

ス
キ
ー
や
ゴ
ル
フ
、登
山
な
ど
市
民
の
夏
冬
の
レ
ジ
ャ
ー

に
欠
か
せ
な
い
山（
遊
園
地
は
2
0
1
0
年
よ
り
休
業
中
）。

山
頂
付
近
に
は
、札
幌
圏
全
て
の
放
送
局
の
テ
レ
ビ・F
M
ラ
ジ
オ
の
送
信

所
が
並
び
、札
幌
市
内
は
も
と
よ
り
石
狩
平
野
を
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。国
土
交
通
省
、警
察
庁
な
ど
の
無
線
基
地
局
や
中
継
局
な
ど
も
置

か
れ
て
い
ま
す
。人
工
物
が
多
い一方
で
、登
山
で
は
本
格
的
に
自
然
を
楽

し
め
ま
す
。平
和
の
滝
コ
ー
ス
に
は
、小
川
や
滝
、大
き
な
岩
石
が
無
数
に

転
が
る
ガ
レ
場
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
か
ら
ス
キ
ー
施
設
や
ア
ン
テ
ナ
群
を

過
ぎ
た
先
が
山
頂
。こ
こ
に
は
石
室
風
の
手
稲
神
社
奥
宮
が
あ
り
ま
す
。

藻岩山から望む札幌の夜景

冬の手稲山

藻岩山から見た円山藻岩山から見た円山

山 参考文献：北海道新聞社「さっぽろ文庫48　札幌の山々」ほか


